





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1961～65 1966～73 1973～79 1980～81アメリカ 平均 5．5 4．4 6．6 7．3
?
1961～63 1964～74 1975～7980 81日　　本 平均 1．0 1．2 2．0 2．1
?
1961～66 1967～7319 4～80 1981西ドイツ 平均 0．5 1．0 3．2 4．4
?
1964～67 1968～7419 5～781979～81フランス 平均 1．7 2．6 4．6 6．5
?
1964～66 1967～75 1976～791980 81イギリス 平均 2．4 3．4 6．2 9．4
?
1961～64 1965～7619 7～80 1981イタリア 平均 3．9 6．0 7．3 8．3
?























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実質成長率 消費者物価指数 失 業　率
全　体 EEC 全　体 EEC 全体 EEC
1961 4．2 5．1 1．6 一 一 一
62 5．2 4．2 2．2 一 一 一
63 4．9 4．2 2．4 一 一 一
64 6．3 5．9 2．3 一 2．8 一
65 5．2 4．2 3．0 一 2．7 一
66 5．4 3．5 3．5 一 2．5 2．3
67 3．9 3．2 3．1 一 2．7 2．8
68 5．4 5．1 4．1 一 2．8 3．1
69 5．3 5．6 4．8 一 2．6 2．7
1970 3．3 4．7 5．6 一 3．0 2．7
71 3．7 3．5 5．3 一 3．6 3．0
72 5．4 4．1 4．7 一 3．6 3．3
73 6．1 5．9 7．8 一 3．2 3．0
74 0．7 1．6 13．4 一 3．5 3．7
75 ▲0．2 ▲1．1 11．3 一 5．2 4．5
76 4．8 5．0 8．7 一 5．3 5．2
77 3．8 2．4 8．9 一 5．3 5．4
78 4．0 3．3 8．0 一 5．2 5．5
79 3．1 3．3 9．8 一 5．1 5．5
1980 1．2 1．1 12．9 一 5．8 6．0
81 1．5 ▲0．5 10．6 一 6．8 7．9





r　アメリカ 日　　本 西ドイツ フランス イギリス イタリア カナダ
19611　　2．3 14．6 5．1 5．5 3．3 8．2 3．1
62 5．5 7．1 4．5 6．7 1．0 6．2 6．8
63 4．0 10．5 3．2 5．3 3．9 5．6 5．5
64 5．3 13．2 6．7 6．5 5．2 2㍉．8 6．4
65 6．1 5．1 5．5 4．8 2．3 3．3 6．8
66 5．8 10．6 2．7 5．2 2．0 6．0 7．0
67 2．8 10．8 0 4．7 2．6 7．2 3．4
68 4．0 12．8 5．7 4．3 4．1 6．5 5．6
69 2．8 12．3 7．4 7．0 1．5 6．1 5．2
1970 ▲0．3 9．8 5．2 5．7 2．2 5．3 2．6
71 3．1 4．6 3．3 5．4 2．7 1．6 7．0
72 5．4 8．8 4．2 5．9 2．2 3．2 5．8
73 5．5 8．8 4．5 5．4 7．5 7．0 7．5
74 ▲0．7 ▲1．0 0．7 3．2 ▲1．0 4．1 3．5
75 ▲0．7 2．3 ▲1．6 0．2 ▲0．7 ▲3．6 1．1
76 4．9 5．3 5．4 5．2 3．6 5．9 5．8
77 5．2 5．3 3．1 3．1 1．3 1．9 2．4
78 4．7 5．0 3．1 3．8 3．7 2；7 3．9
79 2．4 5．1 4．1 3．3 1．6 4．9 3．2
1980 ▲0．3 4．4 1．9 1．1 ▲2．0 3．9 0．5
81 2．3 3．2 0．2 0．2 ▲2．0 ▲0．2 3．8
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アメリカ 日　　本 西ドイツ フランス イギリス イタリア カナダ
1961 6．7零 1．0宰 0．8潅 一 一 3．5 一
62 5．6＊ 1．1＊ 0．7傘 一 一 5．1 一
63 5．7＊ 0．9串 0．8＊ 一 一 2．5 一
64 5．0 1．1 0．4 1．4 2．6 4．3 4．3
65 4．4 1．2 0．3 1．5 2．3 5．3 3．6
66 3．6 1．3 0．2 1．8 2．2 5．7 3．3
67 3．7 1．3 1．3 1．9 3．3 5．3 3．8
68 3．4 1．2 1．5 2．6 3．3 5．6 4．4
69 3．4 1．1 0．9 2．3 3．0 5．6 4．4
1970 4．8 1．1 0．8 2．4 3．1 5．3 5．6
71 5．8 1．2 0．9 2．6 4．0 5．3 6．1
72 5．5 1．4 0．8 2．7 4．2 6．3 6．2
73 4．8 1．3 0．8 2．6 3．2 6．2 5．5
74 5．5 1．4 1．6 2．8 3．1 5．3 5．3
75 8．3 1．9 3．6 4．1 3．7 5．8 6．9
76 7．5 2．0 3．7 4．4 6．1 6．6 7．1
77 6．9 2．0 3．6 4．7 6．5 7．0 8．0
78 5．9 2．2 3．5 5．2 6．4 7．1 8．3
79 5．7 2．1 3．2 5．9 5．7 7．5 7．4
1980 7．0 2．0 3．0 6．3 7．3 7．4 7．5
81 7．5 2．2 4．4 7．3 11．4　㌧ 8．3 7．5
82 9．5 2．2 7．0 8．5 12．2 9．2 11．0
〔資料出所〕OECD：Economic　Outlook，　No．28；No．32および，日銀．：国際比較統計，昭和41年および昭和43・
　　　　年による．数値は％表示である．
　　　　＊印：日銀の資料による．
経済政策転換への圧力となっていることは疑
いない。
　この現在みられる先進工業世界のインフレ
ーショソ抑制の重視から雇用拡大の重視への
政策力点の移行が，どれだけの速度で先進工
業世界の経済を停滞状態から脱却させうるだ
ろうか。もし経済活動の浮場がうまくいかな
けれぽ，保護主義への崩れ現象を喰い止めら
れなくなるかもしれない。経済活性化の基礎
をインフレーション抑制においてきたが，保
護主義の急速な顕在化の危険性との釣合いを
どのように考慮するのか，これは先進工業世
界が取り組まなければならない大きい問題で
ある。
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　その経済社会が能率的な生産性の高い生産
をおこなうことによってのみ，高い水準の消
費が可能となる。消費の拡大という形で生産
物を物的再生産の枠外へどれだけ流出させる
ことができるかは，その生産性をどれだけの
速度で上昇させることができるかにかかわっ
ている。生産性の上昇は一般的にいって物的
生産設備を中核とする広義の資本ストックの
増大と平行して進行してきた。「資本ストッ
クの増大→労働生産性の上昇→消費の拡大」
という図式は，いわぽワン・セットで考えな
けれぽならない関係にある。ここで消費とい
うのは，いうまでもなく資本ストックの増大
につながらない支出，いいかえると物的再生
自由貿易体制をめぐる国際環境の変化
産の枠外へ流出を指している。さらに，この
資本ストックの増大は新技術を体現したもの
でなけれぽならない。新技術の体現の速度は
その経済社会の労働生産性の上昇速度を決定
してきた。その意味で，技術進歩は重要な役
割を演じてきた。さらにまた改めて述べるま
でもなくその社会において生産にたずさわっ
ている人びとの労働意欲も重要である。ここ
での労働意欲は広義のものであり，労働者の
みならず，経営者その他のすべての人びとの
意欲をさす。それが強い役割を演じてきた。
　これら三つの要因がどのように動いている
かは先進工業社会に属する諸国の今後にかか
わるもっとも基本的な問題である。視点をか
えるならぽ，これは先進国病が浸透するなら
ぽ，労働意欲は減退し，資本蓄積と技術進歩
のテソポが鈍ってしまう。いいかえると，そ
の社会のバイタリティー喪失の状態となる。
これは現在の先進工業社会の抱える大きい問
題である。先進工業世界の再活性化の運命を
握るのは，まさにこれらの要因の動向であろ
う。そして自由貿易体制の運命の一部はそれ
に依存しているといってよい。
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